
朝活動「話し合いタイム」について

研究推進委員会

１ 朝活タイムのねらい

（１）学習内容の定着や学力向上につながる思考スキルを習得する。「学力向上」

（２）タブレット活用の基礎を身につけ、授業や総合学習に生かす。「タブレットの活用」

（３）話し合い活動の土台となる考え方や技能を身につけ、自己の考えの深まりや広がりを目指す。

「話し合い活動の充実」

（４）読書を通して、豊かな心を育てる。「読書強調週間」

２ 具体的な活動内容 （朝の会終了後８：２５～８：４０）

①話し合い活動の充実１ ワールドカフェ形式 題材「これからの学校生活で楽しみなこと」

②話し合い活動の充実２ KJ法 題材「おすすめの勉強法」

③話し合い活動の充実３ ディベート 題材「２Ｐノートは必要か」

月日 活動目的 内容 学習ポイント スキル

5／29（月）
各個人

二中スタンダー
ドの考え方の理

解

教室掲示の二中スタンダード説明
話し合いの進め方・役割

話し合いで大切なこととは？

・話し合いの意義
・考えをもつ

5／30（火）

クラス全体

実際に話し合い

の流れを実践

話し合いで大切なことの発表

発表内容の理解・共有

・話し合いの進め方

・聴く側としての
心構え、態度

5／31（水）

各個人

スピーチ原稿作

成

題材「これからの学校生活で楽しみなこと」

わかりやすく話すためには？

・自分の考えを発表

できる準備

6／1（木）
班＋個人

発表 題材「これからの学校生活で楽しみなこと」
発表内容の要点、書きとり

・話し合いの実践
・発表内容の要点把握

6／2（金）
班＋個人

伝える
他者紹介

題材「これからの学校生活で楽しみなこと」
ワールドカフェ形式

・他者の考えを伝える
・共感ポイント

9／11（月）

各個人

発想を広げる 題材「おすすめの勉強法」

ブレインストーミング（付箋）

・自由発想

・なるべく多く

9／12（火）
班

分類わけ 題材「おすすめの勉強法」

KJ 法

・統合化
・図解化

9／13（水）
班

発表原稿つくり 題材「おすすめの勉強法」

新たな発想やアイディアにつなげる

・文章化

9／14（木）
クラス全体

発表 題材「おすすめの勉強法」

なぜその結論に至ったか？

・理由、根拠を入れながら話
す

9／15（金）

各個人

振り返り
これまでの学習でわかったこと、気づいたことをま

とめる

・授業、家庭学習

の向上につなげる

12／11（月）

班＋個人

役割決定

ルール確認
班ごとに自分の立場を決める

必要 2名、いらない 2名、第三者（意見を聞き、最
終的にはどちらかに決定する）1名、班長（司会）

・自分の考えを持つ

・題材「２Ｐノートは必要か」
立論

12／12（火）
班＋個人

伝える
反駁する

賛成、反対、第三者（司会）にわかれ、班ごとに実
際にディベート

・自分の考えについて根拠を
もって伝える。
・仲間の考えをしっかり聞く

12／13（水）

班＋個人

班での決議 最終弁論を行う

第三者はディベートの中で自分の支持する意見を
決定する。

・反駁を参考に最終弁論する

・採用した理由を、根拠をも
って説明できる

12／14（木）
クラス全体

決議報告 その他大勢の前で、自分の班の決定事項と、根拠を
説明する

どう話せば、自分たちの決定
が他の班の共感を得られる

のかを考える

12／15（金）
各個人

振り返り ・自分の意見をもって積極的に言う
・相手の意見をよく聞いて、その立場に立ち考える
・根拠などを意識して論理的に議論を行う

話し合い活動全体からの学
びを言葉にする
・グループの中での協力
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【話し合いで大切なことの共有・ワールドカフェ形式】

生徒の姿

話し合いを成立させるために大切にしたいことを、話し手側と聞き手側双方の立場で考えることが

できていた。話し手については、相手に伝わる表現の工夫（口調や言葉、根拠、目線や表情など）が

大切であることが挙げられた。聞き手については、しっかり聞く態度や否定しすぎず受け止めること

の大切さなどが挙げられた。また、話し合い全体のこととして、スムーズに進行するために役割分担

や話し合いの進め方に言及する班もあった。



【 KJ 法】資料２

生徒の姿

付箋に記入する形式は、多面的に考えることが難しい生徒も気軽に記入して参加できる良さがあり

良かった。見出しを考える過程では、他の人の考えを理解する必要があるため、ワールドカフェ形式

の話し合い以上に聞くことに集中した話し合いが行われていた。適切な見出しを考えることがなかな

か難しかったようだが、そこでまた話し合う機会が生まれたことがこの活動の意味を深めることにつ

ながっていた。



【ディベート】資料３

生徒の姿

自分の考えとは違う立場をとることに

なった生徒も、様々な視点で考え、説得

力のある説明になるよう思考を巡らせて

いた。また、反対意見を聞く姿勢につい

ての感想には、聞く人が熱心に聞いてく

れると、話す側も安心して話せることや

話す内容もより充実したものになるとい

う内容が多く見られた。

また、第三者の立場を取った生徒につ

いては、両方の主張のどちらがより根拠

が明確で説得力があるかという視点に加

え、自分の考えとどう折り合いをつける

のかという点に難しさを感じている生徒

がいた。全体的には、お互いの主張にし

っかり耳を傾けたり、自分の考えを言葉

にしたりして伝えることの大切さに気づ

くことができていた。


